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市議会だより
議長に鈴木幸彦氏、副議長に山本半治氏を選出

議会選出監査委員は竹内功治氏
令和４年第５回臨時会にて就任

監査委員（議会選出）

竹 内　 功 治
議　長

鈴 木　 幸 彦
副議長

山 本　 半 治

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
半
田
市
議
会
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
４
年
第
５
回
半
田
市
議
会
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
副
議
長
・
監
査
委
員
と
と
も

に
力
を
あ
わ
せ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
職
責
を
全
う
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
年
度
は
、
本
会
議
の
生
中
継
が
始
ま
り
、
ま
た
全

議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
議
会
に
挑
む
、
半
田
市

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
元
年
と
な
り
ま
す
。
時
流
に
合
わ
せ
て

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
市
民
の
皆
様
と
の
顔
の
見
え
る
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
や
お
出
か

け
委
員
会
な
ど
、
皆
様
か
ら
の
お
声
が
聴
け
る
場
に
積

極
的
に
出
向
い
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
対
話
す
る
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
で

議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
私
た

ち
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
度
もw

ith

コ
ロ
ナ
が
続
く
中
で
、
通
常
通
り
に

い
か
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ど
ん
な
時
で
も

「
市
民
の
た
め
に
何
が
ベ
ス
ト
か
」
の
視
点
を
大
切
に
議

会
運
営
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
半
田

市
議
会
の
看
板
の
重
み
を
感
じ
つ
つ
、
そ
し
て
そ
の
名

を
汚
す
こ
と
な
く
後
世
へ
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

日
々
精
進
し
て
い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議長就任挨拶
（YouTube）
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■その他の案件
議案番号等 議案名　(   )内は議案の補足説明です。

報告2 半田市土地開発公社の経営状況について
常任委員会の中間報告について

（文教厚生委員会、建設産業委員会　※報告内容は５ページに掲載）
特別委員会の報告について

（６次産業化調査特別委員会、定住人口増加策調査特別委員会　※報告内容は６ページに掲載）

■選挙結果について
選挙名等 選挙結果

議長の選挙について 【選挙方法】指名推選　鈴木　幸彦

副議長の選挙について 【選挙方法】指名推選　　山本　半治　

中部知多衛生組合議会議員の選挙について 【選挙方法】指名推選
國弘　秀之、芳金　秀展、鈴木　幸彦、坂井　美穂、山本　半治

知多中部広域事務組合議会議員の選挙について
【選挙方法】指名推選
新美　保博、鈴木　幸彦、山本　半治、渡邉　昭司、沢田　清
石川　英之

半田常滑看護専門学校管理組合議会議員の選挙について 【選挙方法】指名推選
中村　和也、鈴木　幸彦、山本　半治、加藤　美幸

知多南部広域環境組合議会議員の選挙について 【選挙方法】指名推選
鈴木　幸彦、山田　清一、岩田　玲子

■全会一致の案件
議案番号等 議案名　(   )内は議案の補足説明です。

議案41
令和4年度半田市一般会計補正予算第2号
（総務：県営長根住宅自治会から要望のあった、 ごみステーションに鍵付きの囲い5か所の設置費用を助成す
　　　　るもの
　文教：60歳以上の方や18歳～60歳で基礎疾患のある方などを対象に、4回目のコロナワクチンを接種するもの）

議案45 半田市パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について（パートタイム会
計年度任用職員の期末手当の算定方法などを具体的に定めるもの）

議案46 半田市監査委員の選任について
議案47 半田市公平委員会の委員の選任について（藤田純代氏を選任するもの）

議員の辞職について（中川健一議員（４期目）が令和4年5月18日をもって、半田市議会議員を辞職すること
について）
常任委員会委員の選任について
議会運営委員会委員の選任について
政治倫理審査会委員の選任について

 審　議　結　果 令和4年第5回臨時会（５月１８日・１９日）

■賛否の分かれた案件

議案 
番号等

議案名
（　）内は議案の補足説明です。

創造みらい半田 公明党 志民
ネット

チャレンジ
はんだ

自民 
クラブ

無所
属

議決 
結果渡

邉　
昭
司

芳
金　
秀
展

鈴
木　
幸
彦

岩
田　
玲
子

竹
内　
功
治

沢
田　
　
清

澤
田　
　
勝

石
川　
英
之

山
田　
清
一

坂
井　
美
穂

山
本　
半
治

小
栗　
佳
仁

中
村　
和
也

小
出　
義
一

水
野　
尚
美

伊
藤　
正
興

國
弘　
秀
之

新
美　
保
博

嶋
崎　
昌
弘

加
藤　
美
幸

中
川　
健
一

鈴
木　
健
一

議案 
42

半田市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について（人事院勧告による国家公務員の給
与改定に基づき、議員の期末手当を引き下げるもの）

議〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●原案
可決

議案 
43

半田市特別職員の給与に関する条例の一部改正につい
て（人事院勧告による国家公務員の給与改定に基づき、
特別職員の期末手当を引き下げるもの）

議〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●原案
可決

議案 
44

半田市職員の給与に関する条例の一部改正について
（人事院勧告による国家公務員の給与改定に基づき、市
職員の期末手当を引き下げるもの）

議〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●原案
可決

（表の見方）議は議長（採決に加わらない）、○は賛成の議員、●は反対の議員、退は退席の議員、欠は欠席の議員
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常任委員会の構成 令和４年第５回臨時会（５月１９日）において選任

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

所
管
事
項

企
画
部
・
総
務
部
・
市
立
半
田
病

院
・
会
計
課
・
市
議
会
事
務
局
・

選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
事

務
局
・
公
平
委
員
会
の
所
管
に
属

す
る
事
項
／
そ
の
他
常
任
委
員
会

の
所
管
に
属
し
な
い
事
項
に
関
す

る
審
査
を
行
い
ま
す
。

◇
総
務
委
員
会
（
7
人
）

石
川　
英
之

渡
邉　
昭
司

鈴
木　
幸
彦

伊
藤　
正
興

嶋
崎　
昌
弘

中
村　
和
也

山
田　
清
一

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

所
管
事
項

教
育
委
員
会
・
福
祉
部
・
子
ど
も

未
来
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項
に

関
す
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

◇
文
教
厚
生
委
員
会
（
７
人
）

沢
田　
　
清

加
藤　
美
幸

山
本　
半
治

芳
金　
秀
展

小
出　
義
一

水
野　
尚
美

澤
田　
　
勝

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

所
管
事
項

建
設
部
・
水
道
部
・
市
民
経
済

部
・
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す

る
事
項
に
関
す
る
審
査
を
行
い
ま

す
。

◇
建
設
産
業
委
員
会
（
７
人
）

竹
内　
功
治

鈴
木　
健
一

坂
井　
美
穂

小
栗　
佳
仁

新
美　
保
博

國
弘　
秀
之

岩
田　
玲
子

令和４年５月19日現在 氏名は議席番号順に掲載

反  

対  

討  

論

議
案
42
号・43
号・44
号
に
反
対 

鈴
木
健
一
議
員

　
臨
時
国
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た

た
め
、
12
月
分
の
期
末
手
当
で
マ

イ
ナ
ス
0
·

15
月
分
を
減
額
す
る

こ
と
が
出
来
ず
、
今
年
6
月
の
期

末
手
当
か
ら
減
額
す
る
事
は
、
不

利
益
不
遡
及
の
原
則
に
反
す
る
た

め
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん

し
、
コ
ロ
ナ
危
機
の
中
奮
闘
す
る

職
員
の
賃
金
を
下
げ
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
と
考
え
反
対
し
ま
す
。
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各
種
委
員
会
の
構
成

議
会
運
営
委
員
会
（
７
人
）

　
委
員
長　
沢
田　
清

　
副
委
員
長　
渡
邉　
昭
司

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
伊
藤　
正
興

　
　
　
　
　
　
小
出　
義
一
／
坂
井　
美
穂

　
　
　
　
　
　
石
川　
英
之

政
治
倫
理
審
査
会
（
７
人
）

　
委
員
長　
渡
邉　
昭
司

　
副
委
員
長　
山
田　
清
一

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
水
野　
尚
美

　
　
　
　
　
　
中
村　
和
也
／
岩
田　
玲
子

　
　
　
　
　
　
竹
内　
功
治

政
務
活
動
費
管
理
委
員
会
（
７
人
）

　
委
員
長　
石
川　
英
之

　
副
委
員
長　
國
弘　
秀
之

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
中
村　
和
也

　
　
　
　
　
　
坂
井　
美
穂
／
渡
邉　
昭
司

　
　
　
　
　
　
澤
田　
勝

　
半
田
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
へ
の
情

報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に
「
広
報
」
「
広

聴
」
「
交
流
企
画
」
の
３
つ
の
委
員
会
を
編

成
し
て
い
ま
す
。
議
長
・
副
議
長
・
監
査
委

員
を
除
く
全
議
員
が
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、

さ
ら
に
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

広
報
委
員
会
（
6
人
）

　
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
関
わ
る
業
務

　
委
員
長　
加
藤　
美
幸

　
副
委
員
長　
中
村　
和
也

　
委　
　
員　
伊
藤　
正
興
／
芳
金　
秀
展

　
　
　
　
　
　
山
田　
清
一
／
澤
田　
勝

広
聴
委
員
会
（
6
人
）

　
議
会
報
告
会
の
運
営
に
関
わ
る
業
務

　
委
員
長　
小
栗　
佳
仁

　
副
委
員
長　
坂
井　
美
穂

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
國
弘　
秀
之

　
　
　
　
　
　
渡
邉　
昭
司
／
岩
田　
玲
子

交
流
企
画
委
員
会
（
6
人
）

　
議
場
で
の
市
民
交
流
な
ど
を
企
画
す
る
業
務

　
委
員
長　
沢
田　
清

　
副
委
員
長　
小
出　
義
一

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
水
野　
尚
美

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
健
一
／
石
川　
英
之

　
　
　
　
　
　

 

半
田
市
選
出
各
組
合
議
会

中
部
知
多
衛
生
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市
・
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
國
弘　
秀
之
／
芳
金　
秀
展

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
幸
彦
／
坂
井　
美
穂

　
　
　
　
　
　
山
本　
半
治

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
東
浦
町

　
　
　
　
　
　
阿
久
比
町
・
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
新
美　
保
博
／
鈴
木　
幸
彦

　
　
　
　
　
　
山
本　
半
治
／
渡
邉　
昭
司

　
　
　
　
　
　
沢
田　
清　
／
石
川　
英
之

半
田
常
滑
看
護
専
門
学
校
管
理
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市

　
　
　
　
　
　
中
村　
和
也
／
鈴
木　
幸
彦

　
　
　
　
　
　
山
本　
半
治
／
加
藤　
美
幸

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市

　
　
　
　
　
　
南
知
多
町
・
美
浜
町
・

　
　
　
　
　
　
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
幸
彦
／
山
田　
清
一

　
　
　
　
　
　
岩
田　
玲
子

 

令
和
4
年
度
議
会
選
出
各
種
委
員
等

衣
浦
港
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
委　
　
員　
鈴
木　
幸
彦
／
岩
田　
玲
子

半
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　
委　
　
員　
國
弘　
秀
之
／
小
栗　
佳
仁

　
　
　
　
　
　
山
田　
清
一
／
加
藤　
美
幸

　
　
　
　
　
　
澤
田　
勝

阿
久
比
川
水
系
改
修
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
國
弘　
秀
之
／
鈴
木　
幸
彦

　
　
　
　
　
　
山
田　
清
一
／
山
本　
半
治

　
　
　
　
　
　
岩
田　
玲
子

知
多
地
区
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
鈴
木　
幸
彦

衣
浦
大
橋
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
鈴
木　
幸
彦

半
田
連
続
立
体
交
差
事
業
促
進
期
成
同
盟
会

　
顧　
　
問　
鈴
木　
幸
彦

矢
作
川
境
川
流
域
下
水
道
推
進
協
議
会

　
会　
　
員　
鈴
木　
幸
彦

半
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会

　
委　
　
員　
岩
田　
玲
子

半
田
市
地
域
公
共
交
通
会
議

　
委　
　
員　
渡
邉　
昭
司

　
（
氏
名
は
議
席
番
号
順
に
掲
載
）
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版管理番号：24909001
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（要旨）

（要旨）

文
教
厚
生
委
員
会

活
動
報
告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
に
つ
い
て
」

　
～
相
談
支
援
の
連
携
の

推
進
に
つ
い
て
～

　
国
は
、
令
和
２
年
度
に

社
会
福
祉
法
を
改
正
し
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、相
談
を
断
ら

な
い
包
括
的
な
支
援
体

制
を
ま
ち
全
体
で
構
築
し
、

制
度
の
狭
間
に
あ
る
ケ
ー

ス
や
、複
合
的
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
、属
性

や
世
代
を
問
わ
な
い
包
括

的
な
相
談
受
付
の
た
め
の

「
相
談
支
援
」、社
会
と

の
繋
が
り
づ
く
り
を
行
う

「
参
加
支
援
」、住
民
同
士

が
交
流
で
き
る
居
場
所
の

整
備
を
行
う「
地
域
づ
く
り

支
援
」を一体
的
に
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
半
田
市
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
の
本
格
実
施
に
向

け
準
備
を
進
め
て
お
り
、

当
委
員
会
は
、
現
況
や
課

題
か
ら
、
こ
の
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、実
際
に
相
談
な

ど
の
事
業
に
携
わ
る
半
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
開

始
し
た
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ

継
続
的
支
援
事
業
は
、専

門
相
談
員「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）」を
３
名
配
置
し
、

複
合
的
な
生
活
課
題
を
抱

え
る
方
や
福
祉
制
度
の
狭

間
で
支
援
が
届
い
て
い
な

い
方
な
ど
の
家
庭
へ
出
向

い
て
相
談
支
援
を
行
う
こ

と
が
、早
期
の
発
見・対
応

に
有
効
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。今
後
の
課
題
と

し
て
、十
分
な
支
援
を
す

る
た
め
に
、教
育
部
門
と

の
連
携
体
制
の
整
備
が
重

要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、日
本
福
祉
大
学

原
田
正
樹
教
授
を
招
い
て

の
勉
強
会
で
は
、こ
れ
か

ら
は
、個
人
か
ら
家
庭
を

単
位
と
し
た
支
援
に
切
り

替
え
、地
域
や
事
業
所
等

の
多
種
多
様
な
機
関
と
の

連
携・協
働
が
必
須
と
な

る
た
め
、行
政
は
企
画・調

整
機
能
が
求
め
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

神
奈
川
県
藤
沢
市
、長

野
県
茅
野
市
、富
山
県
氷

見
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

は
、質
問
事
項
を
送
付
し
、

書
面
に
よ
る
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

以
上
の
調
査・研
究
か

ら
、次
の
と
お
り
提
言
い

た
し
ま
す
。

一
、将
来
を
見
据
え
て
、充

実
し
た
支
援
を
実
現
す
る

た
め
に
、ま
ず
は
、５
つ
の

中
学
校
区
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

各
1
名
は
配
置
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
の
財
源
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
。

一、教
育
部
門
と
の
連
携
が

重
要
で
あ
る
た
め
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
学
校
関
係
者
と

の
連
携
を
推
進
す
る
体
制

づ
く
り
を
行
う
こ
と
。

一、問
題
の
早
期
発
見
が
事

態
の
重
大
化
を
防
ぐ
た
め

に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
市

職
員
を
は
じ
め
市
民
全
体

に
認
識
し
て
も
ら
い
、地

域
で
困
っ
て
い
る
方
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
拾
え
る
市
民
力
の

醸
成
と
、そ
れ
を
解
決
で

き
る
行
政
組
織
の
強
化
を

図
る
こ
と
。

建
設
産
業
委
員
会

活

動

報

告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
目
指
す
第
一
歩
」

　
～
さ
ら
な
る
ご
み
減
量

に
向
け
て
～

　

近
年
、世
界
各
地
で
気

候
変
動
問
題
が
発
生
し
て

お
り
、我
が
国
に
お
い
て

も
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
の
激
甚
化
が

顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
自
然
災
害

の
頻
発
は
、地
球
温
暖
化

が
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
、地
球
温
暖
化
対
策

は
、私
た
ち
に
と
っ
て
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、２
０
１
５
年
に
合

意
さ
れ
た
パ
リ
協
定
で
は

「
産
業
革
命
期
か
ら
の
平

均
気
温
の
上
昇
幅
を
２
度

未
満
と
し
、1.5
度
に
抑
え

る
よ
う
努
力
す
る
」と
の

目
標
が
国
際
的
に
広
く
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、環
境
省

も
全
国
自
治
体
に
対
し
て

「
２
０
５
０
年
C
O
²
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
」を
表
明

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。本
市
も
こ
の
呼

び
か
け
に
賛
同
し
、令
和

２
年
２
月
20
日
の
市
長
施

政
方
針
で「
２
０
５
０
年

C
O
²
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
」に
挑
戦
す
る
こ
と
の

表
明（
通
称
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
）を
行
い
ま

し
た
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

実
現
可
能
な
取
組
み
を
示

し
、市
民
や
事
業
者
と
の

連
携
に
よ
る
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
態
や
変
化
を
共

有
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の

見
え
る
化
を
進
め
、効
果

的
に
市
民
・
事
業
者
の
省

エ
ネ
行
動
を
喚
起
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、ビ
ジ
ョ

ン
の
内
容
も
踏
ま
え
、ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

の
た
め
に
、半
田
市
で
本

当
に
実
現
可
能
な
取
組
み

は
な
に
か
、ま
た
、気
軽
に

取
組
み
や
す
い
ご
み
減
量

に
焦
点
を
当
て
、ど
の
よ

う
に
行
政
と
市
民
や
事
業

者
と
の
協
働
に
よ
る
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
実
現

す
る
べ
き
か
を
調
査
・
研

究
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
調
査
事
項
の
先
進
地
で

あ
る
埼
玉
県
所
沢
市
と
川

口
市
、神
奈
川
県
小
田
原

市
へ
は
、質
問
事
項
を
送

付
し
、書
面
に
よ
る
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、委
員
会
で
の

議
論
を
経
て
、以
下
の
よ

う
に
提
言
い
た
し
ま
す
。

一、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
積
極
的
導
入
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

一、二
酸
化
炭
素
削
減
の
た

め
に
、飛
躍
的
に
緑
を
増

や
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、さ
ら
な
る
ご
み

減
量
に
向
け
た
提
言
と
し

て
、

一、生
ご
み
処
理
の
循
環
サ

イ
ク
ル
を
構
築
し
て
く
だ

さ
い
。

一、給
食
の
食
物
残
渣
ゼ
ロ

を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

一、食
品
ロ
ス
削
減
に
取
組

む
店
舗
を
、協
力
店
と
し

て
登
録
す
る
制
度
を
創
設

し
て
く
だ
さ
い
。

一、市
主
催
の
リ
ユ
ー
ス
事

業
を
開
催
し
、ご
み
減
量

を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

受 注 番 号：22F00035
版管理番号：24909001
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（要旨）

（要旨）

６
次
産
業
化
調
査
特
別

委
員
会
活
動
報
告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
６
次
産
業
化
を
進
め
る

た
め
の
調
査
に
つ
い
て
」

　
半
田
市
の
農
業
生
産
高

は
、年
間
70
億
円
あ
り
ま

す
。そ
の
う
ち
乳
用
牛
の
生

産
高
は
31
億
9
千
万
円
。豊

橋
市
に
次
い
で
県
下
２
位

で
す
。肉
用
牛
の
生
産
高
も

14
億
4
千
万
円
の
生
産
高

が
あ
り
、県
下
有
数
の
酪
農

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。乳

牛
は
毎
日
約
10
万
リ
ッ
ト

ル
の
搾
乳
量
が
あ
り
な
が

ら
、全
て
を
市
外
へ
出
荷
し

て
い
ま
す
。ま
た
、肉
牛
は

6
0
0
0
頭
を
肥
育
し
、知

多
牛
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

6
次
産
業
化
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、市
内
で
の
消
費
量

は一部
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

半
田
市
は
知
多
の
畜
産
発

祥
地
で
あ
り
な
が
ら
、地
元

資
源
を
活
用
す
る
仕
組
み

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。６
次

産
業
化
を
進
め
る
と
同
時

に
、地
元
産
の
資
源
を
市
内

で
流
通
す
る
仕
組
み
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、付
加
価
値
の
高
い

有
機
栽
培
や
観
光
農
園
化

し
て
い
る
い
ち
ご
農
園
な

ど
、６
次
産
業
化
に
取
組
む

事
例
も
あ
り
ま
す
。６
次
産

業
化
な
ど
の
農
業
支
援
や

農
業
を
軸
と
し
、異
業
種
が

結
び
つ
く
仕
組
み
が
で
き
れ

ば
、産
業
が
大
き
く
膨
ら
む

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
６
次
産
業
化
調
査
特
別

委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
視

点
か
ら
、愛
知
県
農
業
水

産
局
農
政
部
の
所
管
課
を

通
し
て
県
下
の
取
組
事
例

を
学
び
、さ
ら
に
は
先
進

地
の
富
山
県
砺
波
市
と
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
視
察
、愛

知
県
の
６
次
産
業
化
プ
ラ

ン
ナ
ー
経
験
者
や
生
産
現

場
に
詳
し
い
方
々
を
講
師

に
招
い
た
勉
強
会
、就
農

者
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

か
ら
、６
次
産
業
化
の
可
能

性
と
取
組
み
方
の
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
の
６
次
産
業
化
を

円
滑
に
す
る
第一歩
は
、就

農
者
の
新
た
な
取
組
み
を

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口

の
設
置
で
す
。そ
し
て
、設

置
場
所
は
半
田
市
内
で
あ

る
事
と
、専
門
知
識
を
豊

富
に
持
っ
て
い
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
配
置
が
重
要
で
す
。

　
次
に
、情
報
共
有
で
す
。

意
欲
あ
る
就
農
者
が
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
共
有
し
、さ

ら
に
は
活
用
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

形
成
が
必
要
で
す
。

　
生
産
者
が
異
業
種
と
連

携
し
、地
域
に
馴
染
む
６
次

産
業
化
を
目
指
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、以
下
の
と
お

り
提
言
し
ま
す
。

一、６
次
産
業
化
へ
の
支
援
や

相
談
に
対
応
で
き
る
新
た

な
窓
口
を
設
置
し
、経
験
豊

か
な
支
援
員
を
配
置
し
て

く
だ
さ
い
。更
に
は
、６
次
産

業
化
事
業
者
が
多
く
輩
出

さ
れ
る
よ
う
人
材
育
成
に

取
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

一、生
産
者
、企
業
、商
店
な

ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

新
商
品
開
発
な
ど
の
取
組

み
を
支
援
し
て
く
だ
さ
い
。

一、市
独
自
の
販
売
場
所
を

設
け
る
な
ど
、販
売
経
路
開

拓
の
支
援
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

定
住
人
口
増
加
策
調
査

特
別
委
員
会
活
動
報
告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
定
住
人
口
の
増
加
策
に

つ
い
て
」

　
半
田
市
の
人
口
が
長
期

的
な
視
点
で
は
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問

題
と
捉
え
、
鋭
意
調
査
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
「
人
口
」
は
、
ま
ち
の

活
気
を
表
す
最
も
分
か
り

や
す
い
指
標
の
一
つ
で
す
。

　
人
口
が
減
少
す
る
と
、

ま
ち
の
活
力
が
失
わ
れ
、や

が
て
は
税
収
が
減
り
ま
す
。

税
収
が
減
る
と
、こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
の
維
持・管
理

等
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま

う
恐
れ
も
あ
り
、人
口
減

少
問
題
は
地
方
自
治
体
に

と
っ
て
死
活
問
題
で
す
。

　
半
田
市
の
直
近
10
年
間

の
人
口
は
、
平
成
22
年

に
12
万
人
を
超
え
た
後
、

徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
元
年
度
に
は

再
び
12
万
人
を
超
え
る
な

ど
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り

再
び
減
少
に
転
じ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が

出
始
め
た
令
和
2
年
4
月

と
直
近
の
令
和
4
年
1
月

の
人
口
を
比
べ
る
と
、
約

7
0
0
人
の
転
出
超
過
と

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
が
終
息
す
れ
ば
、
人
口

の
減
少
幅
は
あ
る
程
度
回

復
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
度
減
少
し
た
人
口

を
も
と
に
戻
す
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
長
久
手
市
や
刈

谷
市
、
大
府
市
な
ど
近
隣

で
は
人
口
が
増
え
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
な
か
、
半

田
市
で
は
減
少
傾
向
に
あ

る
と
い
う
こ
と
は
「
選
ば

れ
な
い
ま
ち
」
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
半
田
市
が
「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
に
な
る
た

め
に
は
、
早
い
段
階
で
定

住
人
口
の
増
加
策
を
講
じ

る
こ
と
で
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
持
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
踏

ま
え
、
以
下
提
言
し
ま
す
。

一
、
子
ど
も
支
援
に
対
す

る
大
胆
な
予
算
配
分
を
し

て
く
だ
さ
い
。

一
、
子
育
て
支
援
施
設
の

あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直

し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
子
育
て
し
な
が
ら
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
一
層
整
備
し
て
く

だ
さ
い
。

　
今
後
は
子
ど
も
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
組

ん
で
い
る
自
治
体
の
み
が
、

ま
ち
と
し
て
の
魅
力
を
獲

得
し
、
競
争
優
位
に
立
ち
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き

残
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
子
ど
も
に
住
み
良
い

ま
ち
は
、
き
っ
と
誰
に
も

住
み
良
い
ま
ち
に
な
る
は

ず
で
す
。

　
半
田
市
は
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
の
発
想
を
ま

さ
に
今
こ
そ
転
換
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
市
長
に
は
当

委
員
会
の
提
言
に
対
し
本

気
に
な
っ
て
取
組
ん
で
い

た
だ
け
る
も
の
と
大
き
な

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

会派の紹介
│半│田│市│議│会│ 半田市議会基本条例の中で議員は議会活動を

行うため、会派を結成することができると定め
ています。
会派は政策を中心とした同一の理念を共有する
２人以上の議員で構成し、議長や市長に政策の
立案及び政策の提言をすることができます。
会派は、議会運営、政策立案等に関し、積極的に
会派間で調整を行い、合意形成に努めています。

会派とは…
同じ志や政策を持つ2人以上の議員の
グループのことです。
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半田市議会広報へ

No.222
2022.7.1はんだはんだ

市議会だより

あ　
と　
が　
き

　
半
田
・
亀
崎
・
成
岩
の
３
町
が
合
併
し
、

半
田
市
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
12
年
10
月
。

今
年
は
85
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
戦
争
や

幾
多
の
災
害
か
ら
の
復
興
を
遂
げ
た
、
先

人
達
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
時
の
人
口
は
、
約
５
万
人
。
85
年
を

経
て
、
人
口
は
約
２
倍
を
超
え
ま
し
た
。

　
市
議
会
は
、
市
政
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

し
、
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
に
て
、
そ
の
経

過
や
結
果
を
正
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
号
よ
り
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広　
報　
委　
員　
会

委
員
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加
藤　
美
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副
委
員
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中
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和
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委　
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伊
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正
興
／
芳
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秀
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QRコードは㈱デン
ソーウェーブの登
録商標です。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

半田市議会へ

　本会議は、どなたでも傍聴することができます。傍聴を希望される方は、本会議当日、
市役所庁舎５階の傍聴ロビーの受付で手続きを行ってください。
（氏名、住所、電話番号を記入していただきます）

　令和４年９月定例会より本会議の様子がライブ中継で視聴できるようになります。議
場にお越しいただけなくても、インターネット環境があればご自宅のパソコン、スマート
フォン等から議会中継を視聴できます。

　録画映像（一般質問、代表質問、市長施政方針など）をご覧いただけます。
・ケーブルテレビＣＡＣ　
・動画配信サイトYouTube　からご覧いただけます。
YouTubeからの視聴方法
　右のＱＲコードからアクセスいただくか、YouTubeサイトにおいて
「半田市議会」と検索してください。 半田市議会 （YouTube）

9月定例会の日程

令和４年８月30日（火）～9月28日（水）

今後の本会議の開催予定

傍　　聴

       インターネット中継　※現在、準備中です

動画配信　※翌日以降の配信になります。

市民の皆さんに議会を身近に感じていただくための発信方法が増え
ます。本会議をぜひご覧ください。

市議会の情報発信について

議会本会議の予定へ
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